
大羽イワシ資源調査

担当者技師赤羽光秋

I調査目的

マイワvの来滋状況ならびに環境生態を調査して.来滋資源の究明をおこない，その合理的利
用ならびに漁業者の経営安定に資する。

E 調査内容

的場 所 青森県日本海沿岸

同調査期間‘昭和 42年 5月 12日--5月26日

付謂査項目および方法

a 項目 漁業観測，漁獲試験，魚体調査

マイワνに関する情報収集
b 方法 試験船瑞鴎丸(40. 81平 D 160 P. Sにより漁場観測及び流網による漁獲試験

を実施した。

E 調査結果

5月 15日から延 5回の漁獲試験(延使用反数 35反〉を実治したが漁獲は皆無であった。

W考察

日本海における漁況は， 4月下旬山陰(鳥取)の施拘で大中羽イワ乙/の混獲がみられ， 5月下

旬には福井県aの施網で大羽イワ乙/の混獲がみられたが関散であった。山形県・秋田I廷での1]<揚は

見られず，本県においても水錫はみられなかった。

漁場観測結果では調査匂i間前の表層水組は 13.0 ，.._ 1 4.7 'cで五年よりや h高めの水温を示し，マ

イワνの疋駆群来活字の適水混としてほや h高めとも;号え広れたが，これにおける沿岸各地の漁況
情報からも来滋の兆は見られなかったことから，本年度のマ fワνの来訪宇資源最も極めて少なか
ったのではないかと思われる。
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